














1.はじめに

　先天性胆道閉鎖症は小児の難治性肝疾患のなかでも治療成績が不良な疾患で

あり,これに関しては未解決な問題が多い。本研究班においてわれわれは,先天

性胆道閉鎖症の病因の解明と診断ならびに治療法の改善という二大研究課題に

参加して研究を進めてきた。そのうち,成因解明に関しては第 12回日本小児外

科学会総会(昭和 50年 7月1日)において発表し,治療法の改善に関しては第13

回日本小児外科学会総会シンポジウム(昭和 51 年 5月 18日)において発表の予

定である。


